
 

令和 6年度 愛知県マスターズ・ジュニア     

スキー技術選手権大会 
所属団体（クラブ）対抗競技対象競技 

開催要項 

 

 

 

主   催 公益社団法人愛知県スキー連盟 

特 別 協 賛 近藤産興株式会社 

会   期 令和 6年 2月 17(土)、18(日) 

会   場 岐阜県 ほおのき平スキー場 

本   部 レストハウス雷鳥  TEL0577-79-2452 

大 会 委 員 会 大 会 会 長  小山祐 

大 会 副 会 長   大谷一司・石原清史・浅田薫夫 

大 会 委 員 長   山口実男 

大 会 委 員  齋藤文則・梶田洋象・小野田謙介・青木健光・福岡優子・葛谷聰・早川信明 

            豊沢和美・中垣秀行・恩田友明・杉山善康 

競 技 委 員 会 競 技 委 員 長   山口実男 

競 技 副 委 員 長   石原清史 

技 術 代 表  山田大介 

競 技 役 員 競 技 委 員 長   山口実男 

技 術 代 表  山田大介 

セ ク レ タ リ ー     石原清史 

審 判 長  中谷裕次 

審 判 員 (ジャッジ・スタート・ゴール) 

小川慎太郎・鎌田咲紀・近藤慎也・佐藤強・佐野利恵・中谷裕次・服部聡 

コ ー ト 係 長   佐藤強・服部聡 

記 録 係  南川博・林暁世 

計 算 係  南川博・林暁世 

救 護 係  ほおのき平スキー場パトロール 

協 力  ほおのき平スキー場 



競技日程・競技種目・競技斜面(状況により変更することがあります) 

2月 17日(土) 7:45～8:15 受付・ビブ交付：本部（レストハウス雷鳥 3階） 

第 1戦 8:30～9:15 種目①②コースインスペクション(ビブ着用・入場制限 30分後) 

 9:20～ 種目①②コール開始  

 
9:30～ 

(2種目同時進行) 

種目①フリー(総合滑降)(ナチュラル) かもしかコース上部 

種目②大回り(ナチュラル) パウダーコース第 5リフト側 

 

 

10:20～ 

10:30～ 

11:20～ 

11:30～ 

種目③コール開始 

種目③小回り(ナチュラル) パウダーコース第 5リフト側 

種目④コール開始 

種目④小回り(不整地) パウダーコース白樺コース側 

    

2月 18日(日) 7:45～8:15 受付・ビブ交付：本部（レストハウス雷鳥 3階）※該当者のみ 

第 2戦 8:30～9:15 種目①②コースインスペクション(ビブ着用・入場制限 30分後) 

 9:20～ 種目①②コール開始  

 
9:30～ 

(2種目同時進行) 

種目①小回り(ナチュラル) パウダーコース第 5リフト側 

種目②小回り(不整地) パウダーコース白樺コース側 

 

 

10:20～ 

10:30～ 

11:20～ 

11:30～ 

種目③コール開始 

種目③大回り(ナチュラル) パウダーコース第 5リフト側 

種目④コール開始 

種目④フリー(総合滑降)(ナチュラル) パウダーコース第 5リフト側 

出 場 資 格 ① SAJ1級以上の技能を有し、男女とも令和 6年 4月 1日の時点で 35歳以上の者 

② 今年度傷害保険に加入済みであること。 

③ 小学校 3年生から高校 3年生または令和 6年 4月 1日までに 18歳を迎える者(ジュニア技術選)。 

競 技 方 法 ① 全日本スキー技術選手権大会規定に準ずる。但し、愛知県の規定を優先する。 

② 全種目、ヘルメットの着用を義務とする。 

ビ ブ 交 付 2月 17日(土) 7:45～ 8:15（現地本部受付・レストハウス雷鳥 3階） 

2月 18日(日) 7:45～ 8:15（現地本部受付・レストハウス雷鳥 3階） 

部   門 愛知県スキー年鑑掲載の通り 

得 点 ① 3審 3採用(300点満点)で行います。 

② 4種目中、得点の高い 3種目の合計で順位を競います。 

③ 4種目中 3種目の出場で表彰の対象とします。 

表   彰 男女各部門 6位まで 

そ  の  他 ① 競技バーンへの入場は、大会役員の案内に従ってください。 

② 会期中の日程については本部掲示を優先します。 

③ SAAコロナウィルス感染対策ガイドラインに則った感染防止策を徹底してください。 

注意事項 

(各行事共通) 

① 大会へは参加申込者のみ出場することができます。 

② 不正、もしくはそのおそれがある行為（虚偽の申請等）をした場合は、参加上の債務不履行を原因とし

て直ちに解除します。 

③ 愛知県スキー連盟は、競技及び試技中、または講習の受講中に生じた参加者本人の障害、事故（加害・

被害とも）について、応急的な処置はしますが、その後については一切の責任を負いません。 

 


